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部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 所在地 東京都江東区

用途 事務所、その他(卸売市場、DHC) 延床面積 約400,000 ㎡

設計者 日建設計、日本設計、梓設計 施工者 未定

事業期間 平成23年度～平成26年度

参考図

概評

自営線を用いて、高効率コージェネレーションやガス圧力差発電による電力を地域に供給する取り組み
は、地域分散電源の普及を先取りする先進的試みであり、将来の波及につながる新たなエネルギーシ
ステムとして評価した。食の物流拠点としての市場に対して非常時の電力・熱供給継続をはかる取り組
みも先導性が高い。また、市場や業務ビルの熱負荷特性を踏まえた設備の効率的運用や環境情報を
内外に発信する仕組みについても、地区の特質を活かす先導的な試みとして評価できる。

豊洲埠頭地区におけるエネルギー自立型低炭素・防災
・減災まちづくり計画

株式会社エネルギーアドバンス
東京都中央卸売市場

東京ガス豊洲開発株式会社
東京ガス株式会社

事業
概要

提案
概要

官と民の連携により環境と共生した複合市街地を形成する。段階的に開発されるまちづくりの中で、
BCP対応型スマートエネルギーネットワークを構築し進化・拡張させていくことで、平常時の環境性の向
上に加えて、非常時の防災・減災性の向上を実現し、更にまちのブランド価値向上による都市機能の高
度化の持続モデルを構築する。

豊洲新市場(青果棟、水産仲卸売場棟、水産卸売場
棟)/(仮称)豊洲六丁目ビル(まちづくりPRセンター・ス
マートエネルギーセンター等)

 
市場 
・環境配慮型の全国初の大規模閉鎖型市場 
・低炭素化・防災機能の強化を図った食の物流拠点 
・国内外からの来訪者のための見学ルート等の整備

豊洲新市場 

連携した運用 

による効果的 

な情報発信 

スマートエネルギーセンター 
・まちの中心部の環境配慮型建物内に整備 
・豊洲埠頭のまちづくりの発信拠点 

(仮称)まちづくりＰＲセンター 

 
・豊洲埠頭の都市機能の高度化を支える中核施設 
・需要家との連携・まちづくりとの連携 

スマートエネルギーセンター 

・今後開放型から改修される 

閉鎖型市場 

・BCP 対応まちづくり 
・高密度開発 
・低密度＋複合用途の

開発 
・地域冷暖房等のﾘﾆｭｰ

ｱﾙ計画 
・再開発計画 

等 

スマートエネルギーセンター 
・広域の CGS 等の運転実績データの分析・活用

広域遠隔監視センター  

環境まちづ

くり協議会

連携

 成
果
の
展
開 

運用改善 

進化・拡張

  

（注）本パースは計画に基づくイメージ図です

図１　豊洲埠頭概観イメージ
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図２　システムフロー概略図

図３　成果の普及、波及に向けた情報発信のイメージ


